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～明日も登校したくなる学校を目指してできること～

子供たちの発達を支える編



本研修会の目的

〇児童生徒が明日も登校したくなるための
手立てを具体化すること。
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明日も登校したくなる学校の実現に向けて
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発達支持的生徒指導の実践について
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・児童生徒のよくない行動に目を向けるばかりでなく、よい行
動をした時に褒める。その子の良さを認める場面を多く作る。

（自己存在感の感受）

・毎朝、グループトークの時間を取り、気軽に話したり、リア
クションを取りながら話したりする機会を確保する。

（共感的な人間関係の育成）

・授業の中や特別活動の中で自己決定の場を設けている。児童
自身のアイデアで係活動を進めさせたり、児童会行事を考え
させたりした。 (自己決定の場の提供)



発達支持的生徒指導の実践について
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・生活や学習の決まりの明確化と可視化。
（安全・安心な風土の醸成）

・目指す将来と接続するために必要な職業教育。現在の学習領
域とキャリアとの結び付きに対する理解が進むことで行動変
容につながる。 （自己決定の場の提供）



個人

「児童生徒が明日も登校したくなるための手立てとは」

個人
〇児童生徒が明日も登校したくなるための「発達支持的生徒
指導」を具体的に書き出してみましょう。
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ここで動画を３分間停止してください。



グループワーク
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「児童生徒が明日も登校したくなるための手立てとは」

グループ
①書き出した付箋を貼り出して、グループ内で共有しましょう。
②みんなで取り組む「発達支持的生徒指導」を決め、実践に向
けて手立てを具体化しましょう。

（どの視点で？ どのような働き掛けを？ 等）



グループワーク
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ここで動画を１５分間停止してください。全体共有後まで動画を停止してください。



９
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全ての教職員による発達支持的生徒指導の充実
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Ｉ-Basho（いばしょ）ラボ

ご覧いただきありがとうございました。
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